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協議による現代的要素を許容したデザイン誘導の運用実態
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1，研究の背景と目的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計画の事前相談では保存計画、町づくり規範が説明され町

伝建地区は、文化財保護法に基づく歴史的町並みの保全制　並み委員会に届け出るよう勧められる（図1）。市との協議は

度である。川越は商店街内部組織・町並み委員会の協議によ　　ここに始まり、基本的に町並み委員会との協議と平行して進

る町並み保全活動の限界を補う為に伝建地区指定へ踏み切っ　　められる。協議では基準の内容を踏まえ町並み委員会と連携

た。伝統的外観のみ重視される伝建地区であるが、独自に景　　した建築計画の詳細な調整が図られる。

観基準を定め、現代的要素を許容したことは画期的である。　　3．修景事例における意匠の傾向

川越を対象とした既往研究には伝建地区指定までの合意形　　G）市による修景・景観・町並み基準の判断手法

成課程を扱うもの1）2）や町並み委員会（以下委員会）の協議　　　一般建造物の修景は15事例ある（図2，No．1－15）。これらを

（1988－1992年度）を扱うもの3）があるが、双方のデザイン誘　　規模や配置など景観基準に具体的に記された7項目により判

導の運用実態を明らかにしたものはない。　　　　　　　　　定すると、修景基準適用事例は景観基準を満たしている（表

そこで本研究は、伝建地区川越市川越を対象とし市による　　2）。しかし、景観基準適用事例も項目を全て満たしているわ

多段階デザイン誘導基準の運用と町並み委員会による協議の　　けではなく、町並み基準適用事例であっても全て満たすもの

実態を明らかにすることを目的とする。　　　　　　　　　　がある。すなわち、各基準の認定は位置づけに相応しいか否

2，多段階デザイン誘導基準と伝建地区制度の運用　　　　　かという市担当者の判断によるところが大きい。

川越は、一般建造物（Dの修景に町並み・景観・修景基準　　（2）修景事例をめぐる協議

と3段階に定めている（表1）。協議を重視する為、基準の内　　　委員会・市側との協議では、町づくり規範をはじめ基本的

容は町づくり規範と同様に配置や概形を規定するものである。　な町並みのルールを守り得る範囲で、施主の意向が重視され

これまでの委員会の実績を評価し、その原則を受けて景観基　　る（表5）。これらの意匠は、いわば委員会・市側と施主側双

準は現代的要素を許容する。なお「主要な通り」に面する敷　　方が歩み寄った結果見出された合意点であるともいえる。

地では、景観基準以上で建てる必要がある。　　　　　　　　（3）伝統的要素の継承度とデザイン誘導基準

表1デザイン誘導基準の概要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘潔畿

野来達成数， 厨・ 欝、 事搦薮

修景基準 斗00％ 0％ 4

景観基準 フ8％ 22％ 9

町並み基準 50％ 50％ 2

7項目

①高さ、②下屋庇、

B意匠の文節化、④
ｮ根形式、⑤色彩、

E壁面位置、⑦配置

図1建築計画確定までの協議プロセス　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　’　　図2　修景事例分布
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　（1）の15事例に伝建地区指定前の主要な通りにおける修景　　5．結論

事例（No．16－31）を加えた31事例を対象に意匠における伝統　　（1）デザイン誘導基準の内容は、概形や配置のみ定める緩や

的要素の継承度を3指標を用いて比較・評価する（表4）。3指　　かなもので、認定は市担当者により基準の位置づけや協議の

標において、伝統的要素の継承度によりそれぞれの指標に3　内容を踏まえて行われる。

つのレベルを設定した。特に〈仕上げ〉は、デザインだけで　　（2）修景事例は伝統的様式の継承度により5つに類型できた。

なく材料も含めて判断する。　　　　　　　　．　　　　　　伝建地区制度のデザイン誘導により、伝統風の事例が減りよ

　修景事例は継承度により5つに類型化できる。デザイン誘　　り伝統的な事例が増えた。

導基準との関係をみると、修景基準（T1－2）は概ね伝統的外　　（3）意匠が多様化するに伴い、複数の伝統的様式を断片的に

観だが〈細部意匠〉に一部現代的要素も認める（Nα4）。景観　　取り入れた場合、全体として民芸調になったりその特性が失

基準（T3－5）は3指標全てにおいて一つの伝統的様式の基本　　われてしまう場合がみられる。

特性を継承するものや様々な様式を織り交ぜて取り入れるも　　（4）伝統的外観による修景は蔵造りのものに偏っているが、

の、〈仕上げ〉のみ伝統のものまで適用の幅が広い。　　　　　オーセンティシティに問題がある。本物の蔵造りを引き立た

4．一番街の修景をめぐる実績と課題　　　　　　　　　　　せ、かつより本物らしい伝統的様式による修景を目指す上で

　伝建地区指定前・後の新・増築において、概ね伝統的外観　　は真壁造りの方が適当ではないかと考える。

であるT1－2．やより伝統的な〈形態〉であるT3が増加し、所謂　　【補注】

ニセモノ〈形態〉のT4がなくなったことは伝建地区制度を利　　（1）ここで一般建造物は伝統的建造物以外の建造物をさす。

用したデザイン講の成果といえる（図3）・　　編藷璽騨欝凝繕欝繍斎諜驚
　一方で・T3において〈形態〉とは一致しない複数の伝統的　　軒裏をさす。

様式の基本特性を断片的に取り入れた場合、全体のデザイン　　【参考文献】

としてその特性を継承できないこと（No．5）や、既存建物の　　1）岡崎篤行他：「歴史的町並みを活かしたまちづくりのプロセスに

修景の際に、洋風町家型のく形態〉でありながら、和風の屋　　おける合意形成に関する事例研究」第29回日本都市計画学会学術研

根や庇、仕上げを無理につけてしまい、民芸調のデザインが　　究論文集PP697－702

うまれている（Nα11）・また・伝統的外観であるT1－2は蔵造響成錨重購建渚灘饗鶉灘罐愛段髪｝灘る

りをモチーフとした新築に偏っており（図4）、これらは材料・　pp455－458

技法のオーセンテイシテイが問題となる。事実大壁の漆喰に　　3）南勝震他：「川越一番街における町づくりと町並み委員会」第27

は・全てモルタルが代用された。　　　　　　　　　　　　　回臼本都市計画学会学術研究論文集PP67－72

表3伝統的要素の継承度による類型　　　　　表4建物の伝統的要素の継承度を評価する3指標と評価基準

慧匠による頚型（アP） T1 T2 T3 τ4 T5

概形パタンが伝統 ○ O ○ ○ X
形態

ファサード形態が儀統 O ○ O X x

黛競 X X X X X

無彩｛乱又は茶系 O ○ 0 O O畿よげ

ヂザインは俵絞・ o O × X X

葎…銃 X × X X X

掻醜的要素がある O ○ O ○ O
鞭部慧匿

儀統＋伝…疏綴 0 ○ X x X

黛統 ○ X X X ×

費…建地区階定前（a暮一38 2 1 2 7 4
倒数

俵建地匿揃定後㈱弔2 2 2 6 1 2 2

鷲癒するデザイノ誘導婆灘 修景 景観 町並み

概形パタン、屋根形式・勾配、軒高・出、屋根の材料・色彩、外壁の形式・　柱間装置、壁面、分節部ω、屋根

庇高・出、断面形状について評価する。材料・色彩について評価する。　　の部位について評価する。

伝統：伝統的様式と一致する。

伝統風：伝統的要素を多く取り入れているが、伝統的様式と明らかな相違がある。

改築（88－98）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　　　　　　　　　お　　　　　う　お　　　　　フヨヨ　　　　　コロロに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図3建築行為ごとの伝統的要素の継承度　　　図4T1－2の事例における建築様式の内訳

表5　修景事例と協議内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
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